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　椿市地域でチョウやミツバチが飛び交う一面の菜の花畑は、搾油用
のナタネとして栽培している品種「ななしきぶ」。
　下崎・長尾・鳥井原営農組合は、この花を 6月に収穫し、乾燥させ、8月
に菜種油「菜種の園」のできあがり。「菜種の園」は、平尾台の麓で育った「な
なしきぶ」のみを使用し、昔ながらの圧搾法で採取。菜種から製法まですべ
てにこだわっており、良質で口あたりがさっぱりとしています。
　今年は暖冬の影響で、3月中旬から開花し、4月中旬までが見頃です。



■問合せ：行橋市選挙管理委員会　℡ 25-9655

行橋市議会議員選挙の投票日は
４月12日（日）です
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投
票
で
き
る
方

◇
年
齢
　
平
成
14
年
4
月
13
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
　
　
　
日
本
国
民
の
方

◇
住
所
　
令
和
2
年
１
月
4
日
ま
で
に
転
入
の

　
届
を
し
、
そ
の
後
引
き
続
い
て
行
橋
市
の
住

　
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
に
住
所

　
を
有
し
て
い
る
方

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
方
は

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う

　
４
月
12
日
（
日
）
の
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、

　
病
気
等
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

　
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は
、
受
付
の
際
に
、
当
日
投
票

　
で
き
な
い
旨
の
「
宣
誓
書
」
を
提
出
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
宣
誓
書
は
、
投
票
所
入

　
場
券
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
人
が
こ

　
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
期
日

　
前
投
票
の
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
方
は
記
入
す
る

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙
日
当
日
18
歳
を

　
迎
え
る
が
、
投
票
す
る
日
に
お
い
て
18
歳
未

　
満
の
方
等
は
、
従
来
通
り
不
在
者
投
票
と
な

　
り
ま
す
。

  

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間
は

  

４
月
6
日
（
月
）
～
11
日
（
土
）

　
◆
投
票
時
間
　

8
時
30
分
～
20
時

　
◆
場
所
　
市
役
所
5
階

令
和
元
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

◀
市
長
賞

　
　
南
　
怜れ

お和
さ
ん
（
行
橋
中
３
年
）

▲市長賞
　　石田　翔太朗さん（泉小３年）

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
市
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
１
２
９
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
市
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

若年層の投票率が
大変低くなっています‼

▲ 18 歳 ▲ 19 歳 ▲ 20 代 ▲ 30 代 ▲ 40 代 ▲ 50 代 ▲ 60 代 ▲ 70 代以上

★令和元年 7 月 21 日執行
　参議院選挙における年代別投票率
　　　　　　　　　　　（全国平均）

35.62%
28.83%

30.96%
38.78%

45.99%
55.43%

63.58%
56.31%忘れずに投票に行きましょう。
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泉小学校体育館

泉第二（泉小学校体育館）

いずみ保育園

　　　　　●泉中央四丁目1-1

大橋第一（行橋小学校体育館）

行橋小学校体育館

蓑島小学校
体育館

蓑 島（蓑島小学校体育館）

今川小学校
体育館

今 川（今川小学校体育館）
　　　　　　●宝山857 　　●蓑島841-1 ●大橋二丁目17-1

大橋第二（行橋公民館）今 元（今元小学校体育館）

今元
小学校
体育館

稗 田（稗田小学校体育館）

稗田小学校
体育館 専用

駐車場

行橋公民館

●婚礼貸衣装店

認定こども園
ときいろ

　　　　　 ●下稗田967 ●元永687 ●西宮市二丁目1-7

大橋第三（行橋南小学校体育館）

行橋南小学校体育館

仲 津（仲津中学校体育館）

仲津中学校体育館
延永小学校
体育館

延 永（延永小学校体育館）
　　　　　 ●上津熊125 　　　　　 ●稲童3104 　　　　　 ●南大橋二丁目5-1

西宮市３区
集会所

西宮市（西宮市３区集会所）

新田原老人いこいの家

仲津第二（新田原老人いこいの家）延永第二（塚田第一公民館）

塚田
第一公民館

京築

　　　　　 ●草野109 　　　　　 ●道場寺1446-25 　　　　　 ●西宮市四丁目15-20

行橋北小学校
体育館

行橋北（行橋北小学校体育館）

泉中学校体育館

泉（泉中学校体育館）椿市（椿市地域交流センター）

椿市地域交流センター

　　　　　 ●長尾518-2 ※小学校から変更 　　　　　 ●西泉五丁目7-1 　　　　　 ●行事六丁目20-1

「椿の里」

投票入場券（ハガキ）に記載している投票所を確認のうえ
投票をお願いします。
入場券をなくしたり届いていない場合でも、身分を証明で
きる書類（免許証・保険証等）があれば投票できますので、
投票所の受付係にお申し出ください。

投票時間は、7時から 20時までです。

●開票は行橋市民体育館にて同日 21時 20分から行います。
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本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
実
質
収
支
額
が
約

５
億
３
千
万
円
、
経
常
収
支
比
率
は
89
．
３
％
、

実
質
公
債
比
率
は
５
．
４
％
、
そ
の
他
将
来
負

担
比
率
、
財
政
力
指
数
、
基
金
積
立
金
等
、
様
々

な
指
標
か
ら
判
断
し
て
、
平
成
30
年
度
は
健
全

な
財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
令
和
２
年
度
の
予

算
編
成
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
継
続
、
さ

ら
な
る
経
費
削
減
や
合
理
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
財
源
を
投
入
し
、
地
域
間
競
争
に
勝
ち

抜
く
競
争
力
の
あ
る
自
治
体
づ
く
り
に
向
け
た

予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
本
年
度
は
、
3
年
ぶ
り
に
福
岡
県
の

高
潮
浸
水
区
域
想
定
を
含
め
た
防
災
マ
ッ
プ

の
改
訂
に
取
り
組
む
と
と
も
に
行
橋
市
事
業

継
続
計
画
、
災
害
時
受
援
計
画
等
の
作
成
を

行
い
、
発
災
時
対
応
の
迅
速
化
・
円
滑
化
を

追
求
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
対
策

と
し
て
、
近
年
頻
繁
に
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
い
る
行
事
地
区
を
流
れ
る
「
浦
川
」
下
流

域
に
お
い
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
計

画
検
討
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
安
心
に

直
結
す
る
分
野
で
あ
り
、
特
に
高
齢
化
の
伸

展
に
伴
う
救
急
需
要
の
増
加
へ
の
対
応
が
喫

緊
の
課
題
と
捉
え
、
救
急
隊
の
増
隊
に
向
け

た
消
防
職
員
の
増
員
を
進
め
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
配
備
を

3
月
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
救

急
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
て
は
、
消

防
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
消
防
庁
舎
の
増
改
築
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
、
消
防
力
全
体
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
待
機
児
童
が
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
4
月
当
初
、

平
成
26
年
以
来
5
年
ぶ
り
に
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
保
育
の
受
け
皿

と
し
て
、
小
規
模
保
育
事
業
所
を
、
今
年
9

月
に
1
園
、
翌
年
4
月
に
3
園
、
計
4
園
を

開
園
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
保
育
事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
待
機
児
童
の
発
生
要
因
の
一
つ
の

「
保
育
士
離
職
」
の
防
止
対
策
と
し
て
、
保

育
士
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
保

育
士
を
補
助
し
、
煩
雑
な
業
務
の
担
い
手
と

な
る
保
育
補
助
者
の
雇
用
を
支
援
す
る
、「
保

育
補
助
者
雇
上(

や
と
い
あ
げ)

強
化
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

　「
産
後
ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
現
行
の

宿
泊
型
に
加
え
、
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、

母
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
訪
問
型
を
、
本

年
度
中
の
開
始
を
予
定
し
、
現
在
、
実
施
に

向
け
て
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
な
ど
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
本
年
7
月
に
、ウ
ィ
ズ
ゆ
く
は
し
内
に
「
行

橋
・
京
都
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
い

た
し
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
で
権
利
擁
護
の
必
要
な
方
に
成
年
後
見

人
等
を
選
任
す
る
た
め
の
相
談
・
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
人
選
任
後
の
フ

ォ
ロ
ー
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
ご
本
人
や
そ
の
家
族
が
制
度
の
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
運
用
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
団
塊
の
世

代
」
す
べ
て
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
（
令
和
7
年
）
お
よ
び
「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
」が
65
歳
以
上
と
な
る
２
０
４
０
年（
令

和
22
年
）
を
見
据
え
、
地
域
住
民
の
方
に
自

主
的
・
主
体
的
に
考
え
て
い
た
だ
く
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の
特
性
を
反
映

し
た
『
第
８
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
』
の
策
定
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

■ 施政方針

令和２年度　 
    施  政 方 針

◆
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
近
年
は
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
が
発
生
し
、
自
然
災

害
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
災
害
に
対
す
る
備
え
の
一

環
と
し
て
、
災
害
に
関
す
る
協
定
を
10
件
締
結

し
て
お
り
、
今
回
新
た
に
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と

災
害
に
係
る
情
報
発
信
等
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
市
民
の
皆
様
に
必
要
な
情
報
を
迅
速
に

提
供
す
る
情
報
の
発
信
力
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
昨
年
の
11
月
に
は
泉
大
津
市
を
主
体
と

す
る
全
国
22
市
町
村
か
ら
な
る
「
市
町
村
広
域

災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
全
体
会
議
を
行
橋
市

に
お
い
て
主
催
す
る
な
ど
相
互
の
連
携
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
　
　

3 月定例会が、3 月 5 日から 3 月 16 日
までの日程で開催されました。
田中市長が行った施政方針の中から、
市民の皆様に関わりの深い内容を
中心に抜粋して、お知らせ致します。 

健
全
財
政
を
保
ち
な
が
ら
競
争
力
の
強
化
へ
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■ 施政方針

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
や
各
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々

が
、
健
康
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の

発
生
予
防
や
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
接
種

率
の
向
上
に
努
め
、
が
ん
検
診
事
業
に
お
い

て
は
、
早
期
発
見
の
た
め
、
検
診
の
有
効
性

の
普
及
啓
発
、
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
障
が
い
者
支
援
事
業

　
本
年
度
が
「
第
5
期
行
橋
市
障
が
い
福
祉

計
画
」
お
よ
び
「
第
1
期
行
橋
市
障
が
い
児

福
祉
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
次
期
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や

「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
、
緊
急
時
の
受
け

入
れ
・
対
応
、
体
験
の
機
会
・
場
の
確
保
、

地
域
の
体
制
づ
く
り
等
の
機
能
を
も
っ
た
地

域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

◆
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
へ
の
施
策

　
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
国
が
令
和
3
年
1
月
か
ら
医
療
と
生
活

◆
や
す
ら
ぎ
苑
の
拡
張

  

平
成
7
年
か
ら
稼
動
を
開
始
し
た
市
営
火
葬

場
「
や
す
ら
ぎ
苑
」
に
つ
い
て
、
年
々
火
葬

件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
4
基
あ
る
火
葬
炉

に
お
い
て
現
在
、
1
炉
当
た
り
年
間
２
０
０

体
を
超
え
る
火
葬
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
施

設
の
延
命
化
と
火
葬
業
務
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
、
高
身
長
に
対
応
で
き
る
大
型
１
号
火

葬
炉
と
互
換
性
を
持
つ
火
葬
炉
を
１
基
増
設

し
ま
す
。

の
両
面
か
ら
健
康
管
理
に
対
す
る
支
援
を
行

う
「
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
医
療

保
険
に
お
け
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
参
考
に
、

デ
ー
タ
に
基
づ
き
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

や
重
症
化
予
防
等
を
推
進
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
基
盤
整
備
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。協

働
に
よ
る
産
業
振
興
と
生
活
基
盤
の
整
備

◆
農
林
水
産
業
の
強
化

　「
農
業
の
持
続
的
発
展
」、「
農
村
の
振
興
」、

「
食
料
の
安
定
供
給
」、「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

の
実
現
を
図
る
た
め
、日
本
型
直
接
支
払
事
業
、

農
地
中
間
管
理
事
業
、
農
業
者
育
成
支
援
事
業

な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
福
岡
京
築
農
業

協
同
組
合
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
密
に

連
携
し
、
本
市
の
魅
力
あ
る
農
産
物
の
販
売
促

進
を
図
り
な
が
ら
、
農
産
物
の
生
産
力
ア
ッ
プ

並
び
に
農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
の
農
業
生
産
を
担
う
経
営
体
の

育
成
や
高
生
産
性
農
業
の
展
開
に
必
要
と
な
る

生
産
基
盤
を
整
備
し
、本
市
の
農
村
環
境
条
件
、

生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、「
つ
く
り
育
て
る
漁

業
」
を
推
進
し
、
ク
ル
マ
エ
ビ
や
ヨ
シ
エ
ビ
、

ガ
ザ
ミ
の
放
流
や
、
ア
サ
リ
の
資
源
回
復
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
生
育
環
境
の
改

善
や
水
産
資
源
の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
豊

前
海
の
魚
・
牡
蠣
・
海
老
な
ど
の
豊
富
な
魚
介

類
を
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
安
定
供
給
す
る
た
め
、

魚
市
場
を
拠
点
と
し
た
販
路
開
拓
・
消
費
拡
大

に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
商
店
街
の
活
性
化

　
平
成
23
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
「
ま
ち
づ

く
り
勉
強
会
」
に
お
い
て
、
個
店
の
店
主
が
講

師
と
な
り
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
す

る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
も
リ
ブ
リ
オ
行
橋
の
開
館
に
合
わ
せ
て
、

5
月
に
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
立
大
学
と
連
携
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
未
来
構
想
会
議
」
で
は
、
学
生

と
商
店
街
・
地
域
住
民
が
協
働
し
、
地
域
全
体

の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
歩
行
者
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、「
商
店
街
ま
ち
歩
き
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
新
た
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
設
計
す
る
べ
く
、
継
続
し
て
商
店
街

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政

　
平
成
24
年
度
か
ら
、
行
橋
市
・
み
や
こ
町
・

築
上
町
の
1
市
2
町
で
広
域
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
悪
質
化
・
巧

妙
化
す
る
、
悪
質
商
法
の
被
害
防
止
の
た
め
の

取
組
み
と
し
て
、
出
前
講
座
や
、
消
費
啓
発
フ

ェ
ア
等
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
高

齢
者
等
の
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
・
救
済
の

た
め
昨
年
2
月
に
行
橋
市
消
費
者
安
全
確
保
地

域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
全
体
で
見
守
り

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

◆
上
下
水
道
事
業

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
10
年
ぶ

り
に
大
規
模
な
水
不
足
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
川
の
脆
弱
な
給
水
量
、
油
木
ダ
ム

の
貯
水
量
に
依
存
す
る
も
の
で
、
伊
良
原
ダ
ム

か
ら
の
配
水
が
始
ま
っ
た
と
は
い
え
、
大
き
な

不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
よ
り
次
の
3
つ
の
取
組
に
よ

っ
て
、
安
定
し
た
給
水
体
制
及
び
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
1
に
先
進
都
市
の
北
九
州
市
と
の
連
携
で

す
。
職
員
の
技
術
協
力
や
緊
急
時
の
応
急
支
援

等
、
国
が
推
進
す
る
広
域
連
携
を
実
践
す
る
た

め
、
苅
田
町
と
と
も
に
連
携
し
な
が
ら
「
水
道

事
業
基
盤
強
化
計
画
」
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
2
に
給
水
区
域
の
拡
大
で
す
。
井
戸
の
水

質
悪
化
等
に
よ
り
上
水
を
希
望
し
な
が
ら
給
水

区
域
外
の
た
め
給
水
で
き
な
い
等
の
課
題
解
決

に
向
け
、
給
水
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
調
査
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
給
水
人
口
の
見
直
し
で
す
。
現
在
の
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教
育
環
境
を
改
善
し
、
交
流
の
拠
点
を
形
成

計
画
人
口
を
現
状
に
即
し
た
も
の
に
見
直
し
、

水
道
事
業
基
盤
強
化
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
将
来
に
亘
っ
て
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
続
い
て
、
下
水
道
事
業
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
は
、
４
２
１
ｈ
ａ
を
整
備
し
て
お
り
、
昨
年

度
末
で
の
備
率
は
、
約
77
％
と
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
行
事
7
・
8
丁
目
の
整
備
を
重

点
的
に
進
め
、
全
体
で
約
12
ｈ
ａ
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
整
備
率
は
約
80
％
と
な
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
市
営
住
宅

　「
行
橋
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
の
見
直
し

が
終
了
し
、
来
年
度
以
降
も
外
壁
改
修
工
事
等
、

市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
進
め
、
適
切
な
維
持

管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
用
年
限
を
超
え
た
木
造
市
営
住
宅

に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
居
者
の
転
居
促
進
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
適
正
な
土
地
利
用
の
推
進
と
住
環
境
の
充
実

　
本
年
度
よ
り
「
行
橋
市
都
市
計
画
道
路
見
直

し
事
業
」
と
し
て
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
　
プ

ラ
ス
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
対
応
し
た
都
市
計

画
道
路
網
の
形
成
及
び
未
着
手
路
線
に
お
け
る

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆
今
川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
活
用
事
業

　
策
定
し
た
「
今
川
Ｐ
Ａ
交
流
拠
点
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、

都
市
計
画
決
定
を
行
う
な
ど
、
事
業
実
施
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
教
育
行
政

　
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
や
、
台
風
や
大
雨
な

ど
に
よ
る
臨
時
休
校
等
の
増
加
に
よ
り
授
業
時
数

の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
等
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
取
組
み
の
充
実
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
市
内
全
小
中
学
校
の
空
調
整

備
が
完
了
し
、
夏
季
・
冬
季
に
お
け
る
教
育
環
境

の
改
善
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
よ
り
、

夏
季
休
業
の
短
縮
に
取
り
組
み
、
授
業
時
数
の
確

保
及
び
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、

学
校
閉
庁
日
や
定
時
退
校
日
の
設
定
、
タ
イ
ム
レ

コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
・
管

理
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
な
ど
、
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
施
設
整
備
の
面
に
お
い
て
は
、
更
な
る
児
童
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
行
橋
小
学
校
及
び
今
川
小
学

校
に
お
い
て
、
現
校
舎
内
で
新
た
な
普
通
教
室
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
リ
ー
ス
に

よ
る
校
舎
を
敷
地
内
に
建
設
し
、
教
室
不
足
を
解

消
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
経
年
劣
化
が
著
し
い
学
校
施
設
及
び

プ
ー
ル
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
、
年
次
計
画
で
実
施
し
、
学
習
環
境

の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
現
在
直
営

で
運
営
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
12
箇
所
に
お
い
て
、
支

援
員
の
安
定
的
な
確
保
を
図
り
、
安
全
で
質
の
高

い
保
育
を
提
供
す
る
た
め
に
、
民
間
の
人
材
基
盤

と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
べ
く
民
間
委
託
の
導

入
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

の
11
日
間
、
リ
ブ
リ
オ
行
橋
周
辺
に
お
い
て
、

「
行
橋
ま
ち
な
か
文
化
芸
術
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
題

し
て
、
様
々
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
な
か
で
も
、
中
・
高
校
生
が
企
画

し
ま
し
た
市
民
合
唱
団
と
の
「
第
九
」
の
演

奏
会
に
は
、
世
界
的
指
揮
者
で
あ
る
佐
渡
裕

氏
を
は
じ
め
、
国
内
外
で
活
躍
中
の
4
名
の

ソ
リ
ス
ト
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
市
内
初
の

大
規
模
な
野
外
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
文
化
事
業

　
第
3
回
目
と
な
る
「
ゆ
く
は
し
国
際
公
募

彫
刻
展
」
は
、
本
年
が
没
後
１
０
０
年
に
あ

た
り
、
芸
術
文
化
の
分
野
に
も
大
き
な
業
績

を
残
し
た
本
市
出
身
の
政
治
家
「
末
松
謙
澄
」

を
テ
ー
マ
に
、
現
在
作
品
の
募
集
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
2
回
に
わ
た
る
審
査
を
経
て
、

7
月
に
は
大
賞
が
決
定
し
、
来
年
3
月
に
は

作
品
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
末
松
謙
澄
の
業
績
を
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
歴
史
資
料
館

や
美
術
館
で
の
特
別
展
の
開
催
や
、
記
念
誌

の
刊
行
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
海
岸
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
オ
ー

プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
海
岸
線
を
コ
ー

ス
に
取
り
入
れ
た
シ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
、
海
岸
地
域
を
十
分
に
活
か
し
た
ス
ポ

ー
ツ
交
流
拠
点
の
形
成
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
検
討
し
て
お
り
ま
す
行
橋
総
合
公

園
野
球
場
基
本
計
画
と
合
わ
せ
、
利
用
者
の

安
全
と
良
好
な
運
動
環
境
の
確
保
の
た
め
、

外
壁
や
屋
上
防
水
等
の
老
朽
化
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る
市
民
体
育
館
の
改
修
を
順
次
行
い
、

施
設
の
充
実
や
適
正
な
維
持
管
理
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
リ
ブ
リ
オ
行
橋

　
図
書
館
等
複
合
施
設
「
リ
ブ
リ
オ
行
橋
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
、
高

齢
者
が
集
い
、
学
び
、
憩
え
る
知
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
該
施

設
に
は
蔵
書
数
27
万
冊
の
図
書
館
の
ほ
か
、

２
０
０
名
収
容
の
ホ
ー
ル
や
ス
タ
ジ
オ
等
を

整
備
し
て
お
り
ま
す
。
2
階
に
は
児
童
フ
ロ

ア
を
設
け
て
お
り
、
5
万
冊
の
児
童
書
や
読

書
通
帳
機
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
小

さ
い
時
期
か
ら
、
読
書
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
4
月
29
日
よ
り
5
月
9
日
ま
で

⑦　R2．4．1

行橋に住所登録が

ある方が対象です

※各会場とも開始直後は混み合いますので、ご注意ください。

■料 金　※一頭あたり
登録済　3,150 円（注射料 2,600 円  ＋ 済票交付料 550 円）
新規　　6,150 円（登録料 3,000 円を含む）
※動物病院で受ける場合は、料金が異なります。各病院にご確認ください。

４
月
8
日（
月
）

9：30 ～ 9：45 北大野井集会所
9：55 ～ 10：55 ファミリーマート行橋安川通り店
11：05 ～ 11：30 正八幡宮横空き地
13：30 ～ 13：45 延永区公民館（延永区村中）
13：55 ～ 14：10 福丸公民館
14：20 ～ 14：35 入覚公民館
9：30 ～ 9：40 袋迫末次宅横
9：55 ～ 10：05 草場公民館
10：15 ～ 11：05 八景山区民会館前駐車場
13：30 ～ 13：40 行事宮前公民館
13：50 ～ 14：10 行事貴船神社
14：20 ～ 15：05 中山グラウンド正門前

４
月
8
日（
水
）

9：30 ～ 10：05 畠田東部地区公民館
10：15 ～ 10：45 カトリック新田原教会
10：55 ～ 11：25 道場寺本区公民館
13：30 ～ 14：00 羽根木集会所
14：15 ～ 14：40 平島公民館
14：50 ～ 15：05 長江公民館
9：30 ～ 9：40 西谷公民館
9：45 ～ 10：00 大谷伊藤酒店
10：15 ～ 10：30 東流末集会所
10：40 ～ 11：30 泉公民館
13：30 ～ 13：45 吉国公民館
13：55 ～ 14：25 前田ヶ丘公民館
14：35 ～ 14：45 下検地区公民館

４
月
9
日（
木
）

9：30 ～ 10：00 祇園団地内公園
10：10 ～ 10：40 高瀬第一学習施設
10：50 ～ 11：15 稲童中公民館
11：25 ～ 11：40 道場寺中央公民館
13：30 ～ 13：50 旧椿市公民館
14：00 ～ 14：20 みやこの苑グラウンド駐車場
14：35 ～ 15：05 福岡京築営農本部旧西宮市支店
9：30 ～ 9：50 矢留浄水場集会所

10：00 ～ 10：10 天生田集会所
10：20 ～ 10：45 稗田公民館
13：30 ～ 13：45 長井公民館
13：55 ～ 14：10 沓尾消防庫横
14：20 ～ 14：50 今元公民館
15：00 ～ 15：15 金屋春日神社

■新規に犬の登録・狂犬病予防注射を受ける方
受付で新規登録申込書に下記等を記入していただきます。
①飼い主の住所・氏名　　②犬の名前　　③犬の種類　　
④性別　　⑤毛色　　⑥犬の生年月日

※会場には注射案内のハガキを必ず持参してください。
※会場での混雑が予想されます。つり銭のいらないようにご協力を
　お願いします。
※登録している犬が死亡した場合や、飼い主に変更があった場合は、　
　市環境課へご連絡ください。　

４
月
7
日（
火
）

9：30 ～ 9：45 長木第一集会場
9：55 ～ 10：25 延永中央公民館
10：35 ～ 11：00 塚田団地吉田神社
11：10 ～ 11：40 行橋北公民館
13：30 ～ 13：50 蓑島神社
14：00 ～ 14：10 新地公民館
14：20 ～ 14：40 行橋南公民館
9：30 ～ 10：30 宮の杜公民館
10：40 ～ 10：55 旧農協今川支所
11：05 ～ 11：15 南大野井公民館
13：30 ～ 13：45 矢留公民館
13：55 ～ 14：10 柳井田公民館前（おたび所）
14：20 ～ 14：35 小犬丸集会所
14：45 ～ 15：00 桜町公民館

４
月
10
日（
金
）

 狂犬病予防集団注射 を実施します！
問合せ：市環境課 環境係 　℡ 25-1111（内線 1253、1256）



『谷間の姫百合』全４巻　※初版本
         　（行橋市教育委員会 蔵）

　私は、被災地方公共団体に対する人的支援のため、
昨年 4 月 1 日付で朝倉市に派遣され、公共土木施
設災害対策室に配属されました。この部署は、職
員 36 名の内、朝倉市職員 19 名、派遣職員 17 名
という体制で、市管理の道路・河川・橋梁に対す
る災害復旧業務に従事しました。
　朝倉市は、福岡県中南部の筑後地域に位置してお
り、市北部には多くの山々が連なり、市南部には筑
後川が流れており、豊かな自然に囲まれた市です。
　そんな朝倉市が、平成 29 年、平成 30 年と 2 年連続
で大規模な災害に見舞われたことは、記憶に新しいと思
います。特に平成 29 年 7 月の九州北部豪雨による被害
は凄惨なもので、30 人以上の尊い命が失われ、朝倉市
内の約 450 箇所にて土砂崩れが発生し、それに伴い堆

　R2．4．1　⑧

4
月
4
日
（
土
）
～
6
月
30
日
（
火
）

ま
す
び
の

　麗
し
い
草
花
展

積した土砂は約1000 万㎥
と、その量はヤフオクド
ーム 6 杯分に相当します。
更に、令和元年 8 月には
秋雨前線に伴う豪雨災害
が発生。朝倉市内 25 箇所の道路・河川施設等が被災しま
した。既に復旧していた施設も、この災害で再度被災して
しまい、被害額は約 2 億円にも上ります。平成 29 年の被
害額は約 137 億円、平成 30 年の被害額は約 21 億円であ
り、これらと比較すると被災の規模は小さいかもしれませ
んが、3 年連続で災害に見舞われた事実は、朝倉市民だけ
で無く、派遣職員の私にも受け入れ難いものでした。
　現在は、国・県・市の連携の下、復旧工事が進んでいる
ため、主要道路や河川は従来通り機能していますが、最も
被害の大きかった杷木地域の山間部には、未だに被災した
道路・河川施設や民家が点在しており、復旧工事が完遂す
るまでにはかなりの時間を要すると言えます。
　朝倉市は、災害を通じて行政と市民が強固な信頼関
係を築き上げており、復興のために一丸となって、日々
前進しています。災害は、どの自治体においても発生
するものである為、災害発生時の対応マニュアルの確
立のみならず、常日頃から市民との信頼関係を構築し
ておくことも重要であると、1 年間の任期を経て実感
しました。朝倉市で培った経験、出会った方々は、私
にとってかけがえのない財産となりました。

▼ギャラリートーク
日時：4 月 10 日（金）、5 月 8 日（金）
　　 6 月 12 日（金）
　　 各回 14 時～ 14 時 30 分
※申込不要・参加費無料
　ただし、本展観覧券が必要

福岡県 朝倉市
Ｈ 29年 7月九州北部豪雨災害、
Ｈ 30年 7月西日本豪雨で甚大な
被害を受けました。
行橋市では被災地の復興に向けて、
平成 30年度から朝倉市に職員の
派遣を行っています。

Ｈ 31. ４～ R2.3 職員 1人派遣

被災地派遣レポート 岡田 快土 主事

ま
す
び
（
行
橋
市
増
田
美
術
館
の
愛
称
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
草
花
を
描
い

た
絵
画
や
工
芸
を
展
示
し
ま
す
。
凛
と
し
た
力
強
さ
を
感
じ
る
小
林
古
径
が
描
い

た
「
菖
蒲
」
や
可
憐
な
桜
を
描
い
た
奥
村
土
牛
の
「
八
重
桜
」、
の
ど
か
な
山
村

で
人
々
の
営
み
に
寄
り
添
う
よ
う
に
咲
い
た
梅
の
楚
々
と
し
た
風
情
が
印
象
的
な
川
合
玉
堂

「
渓
村
春
晴
」
な
ど
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
麗
し
い
“
ま
す
び
の
草
花
”
と
の
出
会
い

に
よ
り
、
皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
が
華
や
ぐ
よ
う
な
一
時
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

◇
期
日

　
4
月
4
日
（
土
）
～
６
月
30
日
（
火
）　
10
時
～
17
時
（
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）

　◇
会
場
　
行
橋
市
増
田
美
術
館
（
行
事
5-
4-
38
）
℡
２
３-

１
８
２
４

◇
観
覧
料
　
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
・
大
学
生
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　 

団
体(

15
名
様
以
上)

４
０
０
円

　
※
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
さ
れ
た
ご
本
人
と
介
護
者
（
1
名
ま
で
）
は
無
料

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

　
▼
お
り
が
み
講
座 

～
ま
す
び
の
麗
し
い
花
を
折
り
紙
で
折
ろ
う
！
～

　
　
日
時
：
6
月
6
日
（
土
）
①
10
時
～
　
②
13
時
～
　
　
定
員
：
各
回
10
人

　
　
講
師
：
日
本
折
紙
協
会
（
Ｔ
О
Ｃ
高
辻
折
紙
サ
ー
ク
ル
）　
藤
村
真
梨
奈
さ
ん

　
　
申
込
み
：
5
月
30
日
（
土
）
ま
で
に
行
橋
市
増
田
美
術
館
ま
で

　
　
※
こ
ど
も
講
座
・
大
人
講
座
が
あ
り
ま
す

岡田さん（後列左から 2番目）
朝倉市の職員と他市からの派遣職員と一緒に

⑨　R2．4．1

末松 謙
けんちょう

澄
　（1855 ～ 1920）

「欧米文化を日本に紹介」
　イギリス留学中（1878 ～ 1886 年 / 明治 11 ～ 19 年）
には、1880 ～ 1884 年にかけてケンブリッジ大学に学
び、バチュラー・オブ・ロー（法学士）、バチュラー・
オブ・アーツ（文学士）、マスター・オブ・アーツ（文
学修士）の３つの学位を取得した。入学直後からトー
マス・グレイやロード・バイロン、パーシー・シェリ
ーなど、イギリス詩人の詩の漢詩訳を試み、1882 年
にはシェリーの『雲雀の詩』を『錫磊（シェリー）雲
雀詩』として出版した。翌年には、古代ギリシャ哲学
書『希

ギリシャ

臘古代哲学一斑』、同じく古代ギリシャの物理
学書『希臘古代理学一斑』の 2 冊を著している。ま
た晩年には帝国学士院の委嘱によって古代ローマの
法典（ローマ法）の研究を行い、1913（大正 2）年に
『ユスチニアーヌス帝欽定羅

ローマ

馬法提要』、1915（大正 4）
年に『ガーイウス羅馬法解説』、『ウルピアーヌス羅馬
法範』を翻訳・刊行し、この功績で 1918（大正 7）年
6月に法学博士号を取得した。
　謙澄が日本に西洋文化を紹介した事例の最たるもの
は『谷間の姫百合』の出版であろう。イギリス留学後
の 1888（明治 21）年から 1890（明治 23）年にかけて、
イギリスの女流作家バーサ・クレイの小説『ドラ・ソ
ーン』を翻訳、『谷間の姫百合』全４巻として出版した。
この小説はベストセラーとなり、時の皇后であった昭
憲皇太后も愛読し、謙澄に侍従を通じて順次刊行を催
促したとの逸話が残っている。謙澄は翻訳にあたり、
漢文直訳体を避け、用語も文体も平易であることを心
掛けた。このこともベストセラーにつながった要因と
考えられる。

vol.6

（文化人末松謙澄を考える会　山口裕平）

『谷間の姫百合』全４巻　※初版本
         　（行橋市教育委員会 蔵）

　謙澄の文化面での功績として、
『源氏物語』の英訳出版は広く知
られているが、このような西洋文
学やギリシャ古典学、ローマ法な
どの学問を翻訳紹介したことは、
明治・大正期の文化人らに少なか
らず影響を与えたと考えられる。
ここに郷土が生んだ「知の巨人」
たる末松謙澄の一側面をうかがう
ことができよう。

連
歌
は
五
七
五
と
七
七
の
言
葉
遊
び
。

連
想
ゲ
ー
ム
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
。

何
人
か
で
ひ
と
巻
き
の
歌
を
詠
む
座
の

文
芸
で
す
。
日
常
と
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
数
人
で
言

葉
を
紡
ぎ
、
今
は
使
う
こ
と
も
な
い
、
け
れ
ど
わ

す
れ
が
た
い
美
し
い
日
本
語
、
古
語
を
思
い
出
し
、

そ
れ
を
使
っ
て
み
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。
　
　

　
何
も
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
短
歌
の
上

の
句
と
下
の
句
を
続
け
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
　

　
俳
句
は
も
と
も
と
連
歌
の
発
句
（
第
一
句
）
の

み
を
独
立
さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
日
本
語
の

表
現
は
五
七
調
、
七
五
調
、
七
七
調
に
な
じ
ん
で

い
る
の
で
す
。
昔
の
学
校
唱
歌
な
ど
ほ
と
ん
ど
が

そ
う
で
し
た
し
、
標
語
な
ど
で
も
、
た
と
え
ば
「
火

の
用
心
　
マ
ッ
チ
一
本
　
火
事
の
も
と
」
な
ん
か

も
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
行
橋
市
は
全
国
唯
一
連
歌
が
五
〇
〇
年
近
く
続
い

て
い
る
ま
ち
で
す
。あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時
　
５
月
13
日
（
水
）、
７
月
８
日
（
水
）、　

　
　
　
　
９
月
９
日
（
水
）、
11
月
11
日
（
水
）、　

　
　
　
　
１
月
20
日
（
水
）　
全
５
回

　
　
　
　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

◇
場
所
　
行
橋
市
中
央
公
民
館

◇
定
員
　
15
人

◇
申
込
み
・
問
合
せ
　

4
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

　
市
文
化
課
ま
で
。

　
〒
８
２
４-

８
６
０
１
　
中
央
１-

１-

１

　
℡
２
５-

１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
７
）

　
Fax
２
５-

１
５
８
２

　謙澄は日本文化を欧米に紹介したが、反対に欧米文化を明
治・大正時代の日本に広く紹介したことも忘れてはならない。

連
歌
市
民
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

参加
無料
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また、あんしん情報シート等への記入は職員が聞き取
りのうえ、行います。
※職員が訪問する際は、身分証を提示します。

あんしん情報セット
を配布しています

行橋

行橋高齢者相談支援センター
　（宮市町 4-30） ℡ 23-8222

中央三丁目、西宮市（三丁目を除く）、大橋二・三丁目、
東大橋、宮市町、大字宮市、行事、大字行事

今元高齢者相談支援センター
　（稲童 3929-2） ℡ 22-1010

蓑島、金屋、今井、真菰、津留、元永、沓尾、長井、大橋
一丁目、大字大橋、西宮市三丁目、中央一・二丁目、南大橋、
門樋町、神田町

泉高齢者相談支援センター
　（東泉 5-1-19） ℡ 23-6000

北泉、泉中央、西泉、南泉、東泉、羽根木、草場

中京高齢者相談支援センター
　（中津熊 501） ℡ 23-5616

大野井、宝山、寺畔、流末、矢留、天生田、大字福原、上検地、
下検地、津積、西谷、大谷、前田、中川、上稗田、下稗田

長峡高齢者相談支援センター
　（二塚 584） ℡ 23-8236

長木、二塚、吉国、延永、草野、長音寺、上津熊、中津熊、
下津熊、前田ヶ丘、徳永、福丸、高来、入覚、下崎、長尾、
常松、須磨園、矢山

仲津高齢者相談支援センター
　（東徳永 339-1） ℡ 26-1180

馬場、辻垣、高瀬、道場寺、稲童、松原、東徳永、袋迫

■市介護保険課 高齢者支援係　℡ 25-1111（内線 1174）

市では、65 歳以上の独居高齢者の方等に高齢
者相談支援センター職員が直接訪問して「行橋
あんしん情報セット」を無料で配布しています。
★ 65 歳以上の高齢者のうち、独居ではないが長時間 1 人に
　なるという方等は個別にご相談ください。

自
分
自
身
の
情
報
を
整
理
し
て

万
一
の
緊
急
事
態
に
備
え
ま
し
ょ
う

高
齢
者
の
方
な
ど
が
自
分
自
身
の
医
療
情
報
や

緊
急
時
の
連
絡
先
等
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に

よ
り
、 

連
絡
を
受
け
て
か
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行橋市骨髄等移植ドナー助成事業
骨髄や末梢血幹細胞の提供者の、休業による経済的負担軽減を図り、骨髄等の
移植やドナー登録を推進するため、骨髄等を提供する方に助成金を交付します。

１．対象者　次のすべてに該当する人

（１）公益財団法人日本骨髄バンクが実施する、骨
　　  髄バンク事業にドナー登録を行い、令和 2 年
　　 ４月１日以降に骨髄等の提供を完了した方。
　　  または、骨髄等の提供に係る最終同意を行った 
　　  後に、提供者の自己都合以外の理由により
       提供が中止された方。

（２）骨髄等の提供を行った日および交付申請
　　 をする日に行橋市に住民登録がある方。

（３）他の地方公共団体から助成金に相当する
　　 補助金、その他これらに類するものの交
　　 付を受けていない方。

（４）市税等を滞納していない等。

１回の提供につき 14 万円 
（７日間）を上限とします。

ただし、ドナー休暇制度、有給
休暇制度および休日を利用した場合、
その日数は助成対象となりません。

【対象となる入通院】
　●健康診断のための通院　●自己血採血のための入通院　
　●骨髄採取のための入院
　●その他骨髄等の提供に関し、骨髄バンクまたは医療機関が必
　　要と認める通院、 入院および面談

※いずれも、骨髄・末梢血幹細胞の採取術およびこれに関する
　医療処置によって生じた健康被害のためのものは除きます。

３．申請方法
　骨髄等の提供が完了（または中止）した日から 90 日以内に、
　申請してください。
★申請書類等、詳細は問合せまたはホームページをご覧ください。

40 歳未満のがん患者の方が、住み慣れた自宅で自
分らしく安心して療養生活を送ることができるよ
う、在宅サービスにかかる利用料の一部を助成する
ことにより、患者さんとご家族の負担を軽減します。

４．支援の内容　　

新たな事業を
開始します

市地域福祉課 
健康づくり推進係
℡ 23-8888

行橋市若年がん患者在宅支援事業

１．対象者　次のすべてに該当する人

（１）40 歳未満の行橋市民の方。
（２）医師に末期がんと診断された方で、在宅
　　  療養上の生活支援や介護が必要な方。

（３）他の制度において同様の支援を受けるこ
　　 とができない方。

2．助成金額
　1 ヶ月あたりのサービス利用上限額を 6 万円とし、そのうち 9   
　 割相当額を助成します。（１割は自己負担。最大5万4千円を助成）
　
　○サービス提供事業者から請求された額をいったん全額負担
　　していただき、市へ請求した後、事業決定されたら助成額
　　（9 割相当）をお支払いします。
　○サービス利用上限額を上回る利用料については、ご本人の負担
　　になります。

●訪問介護（ホームヘルプ）
・身体介護（食事、清拭、入浴、排泄などの介助）　・生活援助（調理、洗濯、掃除、
買い物などの介助）　・通院、外出の介護など
●福祉用具貸与（20歳未満を除く）
・車いす（付属品含む）　・特殊寝台（付属品含む）　・床ずれ防止用具　・体位変換器（起
き上がり補助装置を含む）　・手すり（工事を伴わないもの）　・歩行器　・歩行補助つえ
・スロープ（工事を伴わないもの）　・移動用リフト（つり具の部分、階段移動用リフ
トを除く）　・自動排泄装置（レシーバー、チューブ、タンク等を除く）
●福祉用具販売（20歳未満を除く）
・腰掛便座　・入浴補助用具　・簡易浴槽　・移動用リフトのつり具の部分
・自動排泄処理装置の交換可能部品

3．助成対象期間
　令和 2 年 4 月 1 日以降に受けたサービスが対象になります。

★申請書類等、詳細は問合せ
　またはホームページをご覧
　ください。

★まずは健康づくり推進係
　までご相談ください。

4 月 1日より

２．助成金額
　助成金額は、骨髄等の提供のために要した、
   通院および入院等の日数１日につき ２万円 で、



あなたの健康を応援します　　　　　　℡2３-８８８８健康づくり推進係

医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号
井手口医院 高瀬 22-2688 たかお医院 南泉 25-5880
いりょうファミリークリニック 神田町 31-7285 高城循環器内科医院 大橋 22-0221
上垣脳神経外科医院 高瀬 22-7557 橋本医院 北泉 25-6262
上田内科眼科医院 中央 22-2132 はまさき循環器内科 西宮市 22-0070
蛭崎整形外科医院 行事 22-0887 ひえだ診療所 下稗田 22-9544
大原病院 宮市町 23-2345 ひまわりクリニック 西宮市 26-7000
おおみや整形外科医院 西宮市 28-0038 ふくしま整形外科クリニック 西宮市 26-0006
岡部医院 泉中央 26-7011 ふじた内科クリニック 南大橋 23-3986
長部医院 南大橋 22-3470 松下耳鼻咽喉科医院 行事 22-0063
鍵山医院 道場寺 22-2686 三木内科クリニック 行事 23-5506
かたおかクリニック 今井 24-8000 やまうち内科クリニック 中央 28-0022
きむらクリニック 大橋 28-9555 矢津内科消化器科クリニック 行事 22-2524
くまがえ内科医院 中津熊 23-3422 山田医院 天生田 22-1195
COSMOSスキンクリニック 南大橋 26-1112 やまみち胃腸科内科 西泉 23-2208
サカイダクリニック 宮市町 26-3331 行橋記念病院 北泉 25-2000
佐藤整形外科クリニック 行事 24-3313 行橋クリニック 西宮市 24-5677
しらかわ医院 北泉 26-1103 行橋整形外科 東泉 26-8355
新田原聖母病院 東徳永 23-1006 行橋中央病院 西宮市 26-7111
新行橋病院（入院・かかりつけのみ） 道場寺 24-8899 行橋厚生病院 大野井 23-1230
すえまつ医院 西泉 22-1132 渡辺クリニック 西宮市 24-2101

※指定医療機関は期間中に変更になる場合があります。
※市外の医療機関で接種を希望される方は、市健康づくり推進係にお問合せください。

行橋市高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種指定医療機関（市内）

令和 2年度　高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種
実施期間は 4月 1日（水）～令和 3年 3月 31日（水）

　現在、日本人の死亡原因の第 5位は肺炎です。肺炎の主な原
因は肺炎球菌によるもので、この予防接種は、その発症や重症
化を防ぐためのものです。

生 年 月 日
昭和 30年 4月 2日～昭和 31年 4月 1日
昭和 25年 4月 2日～昭和 26年 4月 1日
昭和 20年 4月 2日～昭和 21年 4月 1日
昭和 15年 4月 2日～昭和 16年 4月 1日
昭和 10年 4月 2日～昭和 11年 4月 1日
昭和 5年 4月 2日～昭和 6年 4月 1日
大正 14年 4月 2日～大正 15年 4月 1日
大正 9年 4月 2日～大正 10年 4月 1日

◆対象者：行橋市に住民票があり、今までに肺炎球菌ワクチン
　　　　　（ニューモバックスNP）を接種したことがない
　①右記表の生年月日に該当する方
　②接種日に 60歳以上 65歳未満で次のいずれかに該当する方
　　（おおむね身体障害者障害程度 1級）
　　▶心臓・腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回り
　　　の生活を極度に制限される方
　　▶ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害があり、　
　　　日常生活がほとんど不可能な方
　　※上記以外の障害の方は該当しません。
◆自己負担金：2,000 円
　生活保護受給者は、接種日に医療機関窓口へ市生活支援課で
　発行する「保護受給証明書」を提出すると無料になります。
◆持参品：自己負担金、保険証、お知らせはがき（対象者①の方）
　　　　　身体障害者手帳（対象者②の方）
　※お知らせはがきは、5年前の定期予防接種を受けていない
　　方に 4月中旬に郵送します。

・はがきが届いた方でも、自費で肺炎球菌ワクチン
　（ニューモバックスNP）を接種された方は対象
　になりません。5年以内に再接種をした場合、
　接種部位が痛む・腫れる・硬くなるなどの副反
　応が強く出る場合があるので、ご注意ください。
・実施期間を過ぎると市の補助が受けられなくなり
　ます。対象者の方は期間内に接種してください。

　R2．4．1　⑫⑬　R2．4．1

子育て支援係からのお知らせ　℡2５-１１１１（内線 1183、1184）

◆日　時：4 月 14 日（火）、4 月 23 日（木）
　　　　　9 時～ 11 時 40 分
◆場　所：ウィズゆくはし 2 階
◆対象者：行橋市在住の赤ちゃんと保護者
◆内　容：個別の母乳相談に助産師が応じます。
　　　　　上手く飲めている？どれくらい母乳がでている？
　　　　　卒乳したい！など、気軽にご相談ください。
◆締　切：希望する日程の 1 週間前まで

ハグルーム（母乳相談）

4 月の“こんにちは赤ちゃん訪問”
　子育ての応援ができるように、生後 4 カ月までの赤
ちゃんがいるご家庭を対象に家庭訪問を行います。
◆対象者：令和 2 年 2 月と 3 月生まれの赤ちゃん
◆訪問者：助産師、保健師、保育士など
◆内　容：赤ちゃんの育児の相談、乳幼児健康診査、定期予
　　　　 　 防接種の説明、母乳相談やサークルなどのご案内

要予約

◆問合先：子育て支援センター
　　　　　　　（訪問専用ダイヤル℡ 23-9390）
※訪問の際、出生届の手続きの時にお渡しした
　“こんにちは赤ちゃん訪問アンケート”を回収させ
　ていただきます。日程は事前に連絡いたします。
※プライバシーは厳守いたします。

要予約

もぐもぐ教室（離乳食教室）

◆日　時：5 月 22 日（金）
　　　　　10 時～ 11 時 30 分（9 時 30 分より受付）
◆場　所：ウィズゆくはし 2 階 栄養指導室
◆対象者：離乳食を学びたい方
◆持参品：母子健康手帳、筆記用具
◆内　容：離乳食作りの見学と簡単な体験および試食
◆定　員：20 組　※定員になり次第締切
※お子様と一緒に参加される方は、抱っこ紐などをお
　持ちください。

★いずれも行橋市の方が対象です

新型コロナウイルス感染症対応のため事業を中止する

場合があります。ホームページ等に掲載しますので、

ご確認ください

リブリオ行橋（行橋市図書館等複合施設）
４月８日 (水 ) から図書の貸し出しを開始します
当初４月１日より全面供用開始予定でしたが、新型
コロナウイルス感染症拡大予防措置のため、下記の
とおり一部制限付きの供用を開始することとしました。
市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

●４月２(木 ) ～６日 ( 月 )　
　※開館時間　10時～ 17時　
　図書館利用者カードの発行手続きを行います。

●４月７日 (火 )　定時休館日

●４月 8日 ( 水 )　図書の貸出開始
　※開館時間　９時 30分～ 20時

※文化交流施設（ホール、スタジオ３室）、託児施設
　（プレイルーム、一時預かり保育施設）の利用、その他
　変更があった場合はホームページ等でお知らせします。

大橋 3-18-1
TEL:0930-25-1911
開館時間 :9 時 30分～ 20時
休館日 : 火曜日、年末年始
　　　　特別蔵書点検期間

　図書館利用者カードの
　　　　発行手続きについて

①図書館利用者カードをお持ちの方

　図書館利用者カードをご持参ください。
　新しい利用者カードと交換します。

②新規で図書館利用者カードを作成される方

　身分証明証（例：運転免許証）となるもの
をご持参ください。また、図書館利用者カー
ド交付申請書を提出していただきます。
　リブリオ行橋ホームページに様式を掲載し
ておりますので、事前にダウンロードし、必
要事項を記入のうえご持参いただきますと、
スムーズに手続きをすることができます。
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4 月は 20歳未満
飲酒防止強調月間

20 歳未満の者の飲酒は、からだや心の発達が盛
んな時期に悪影響を与えます。

お酒は二十歳になってから
福岡国税局・行橋税務署
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市 民 の 伝 言 板

学校の臨時休校に伴う行橋駅北・南自転車駐車場の
駐車料金の還付について

　新型コロナウイルス感染症対策のための小・中学校、高等学校お
よび特別支援学校における臨時休校に伴い、行橋駅北・南自転車駐
輪場の定期利用帰納駐車料の還付を受付けます。
還付の方法、必要なものについてはお問合せください。

◆対象者：次の①②に該当する方
　①小・中学校・高等学校（専修学校等における高等課程も含む）　
　　および特別支援学校が休校となっている方
　②令和 2 年 2 月 29 日～ 4 月 6 日まで一部または全部の期間を含
　　む定期券を購入している方
◆受付期間：4 月 30 日（木）まで
◆受付場所：行橋駅北・南自転車駐車場（15 時～ 21 時）
◆問合せ：行橋駅北自転車駐車場 25-6179
　　　　　行橋駅南自転車駐車場 25-6189
　　　　　市都市政策課都市政策係 内線 1311、1312

　２月 14・15 日に開催された第 50 回日本少年野球春
季全国大会の福岡県北支部予選に市内の中学生が所属す
る京築ボーイズが出場。3 試合を勝ち抜いて、見事優勝

を飾りました。
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行橋市景観形成基本計画を改定しました
4 月 1 日付で「行橋市景観形成基本計画」が「行橋
市景観計画」に改定されました。本計画に係る図書
の縦覧を行っています。
◆日時：平日 8 時 30 分～ 17 時
◆場所：市都市政策課都市政策係（市役所西棟 3 階）
◆問合せ：市都市政策課都市政策係 内線 1311、1312

⑮　R2．3．1

今年で 15 年目を迎え
るスモールガーデン。
100 坪 ほ ど の 庭 に は、
毎年新しい品種が仲間
入りし、300 種類以上
もあるバラが一斉に咲
き誇ります。

◆時期：5 月 5 日頃～下旬まで（気候により変更有）
　　　　10 時～ 17 時 ※入場無料
◆場所：東泉 3-1-48（木本さん宅）
◆問合せ：木本さん 23-1586

バラのスモールガーデン
九州一の規模を誇る 300
種類 3,000 株ものボタン
栽培を行っている片山ボタ
ン園。種類によって早咲き、
中咲き、遅咲きがあり開花
期間が長いのが特徴です。
開園は 4 月 4 日頃を予定
しています。
◆時期：4 月初旬～下旬（天候により変更有）9 時～ 16 時
◆場所：片山ボタン園（元永 884）
◆入場料：300 円
◆問合せ：平日 25-3333（宮の下デイサービスぼたん）
　　　　　休日 23-0016 または 090-8296-2909

片山ボタン園

春のフラワーイベントを紹介します

　画家 船越達雄による行橋の風景等約
20 点を展示する絵画展です。

4 月 18 日（土）～ 25 日（土）10 時
～ 17 時 年中無休 ギャラリー船越記念
館（西泉 3-2-2） 無料 ギャラリー船
越記念館 22-1152

　県では子育て女性の働きたいを応援し
ています。就職に関する相談（就職活動
の不安解消、経験・能力の見つめ直し、
面接のアドバイス等）に応じます。予約
制で相談日の 2 日前までに予約が必要
です。

毎月第 4 木曜 10 時～ 12 時（変更に
なる場合があります） 市男女共同参画
センターる～ぷる 無料  福岡県子
育て女性就職支援センター 093-533-
6637

　福岡県青年司法書士協議会が銀行カー
ドローン多重債務について電話相談に応
じます。

【当日相談電話番号】092-724-9505
4 月 18 日（土）10 時～ 16 時 多

重債務に陥ってしまった方、陥りつつあ
る方 無料 司法書士小金丸信介さん

093-201-0450

  豊前地域職業訓練センター（豊
前市八屋 1926） 0979-82-1511
◆パソコン初級・中級連続養成科

7 月 2 日～ 11 月 30 日 先着 30 人
受講料無料※別途テキスト代必要

求職者向け訓練講座、要問合せ
◆フォークリフト運転技能講習

5 月 18 日（月）～ 21 日（木） 先着
30 人 受講料 20,900 円または 33,000
円※別途テキスト代必要
◆小型移動式クレーン運転技能講習

5 月 18 日（月）～ 20 日（水） 先着
10 人 受講料 31,900 円または 37,400
円※別途テキスト代必要
◆職長・安全衛生責任者教育

5 月 21 日（木）～ 22 日（金） 先着
20 人 受講料 10,470 円～ 11,510 円
※別途テキスト代必要
◆小型車両系建設機械運転特別教育

5 月 14 日（木）～ 15 日（金） 先着
20 人 受講料 14,930 円※別途テキス
ト代必要

【募集科目】ものづくり溶接科
【訓練期間】6月2日（火）～11月25日（水）

公共職業安定所（ハローワーク）に求
職申し込みをしている方 15 人

受講料無料※教科書、作業服等は自己
負担 5 月 15 日（金）までに、住所
を管轄するハローワークへ ポリテク
センター飯塚 0948-22-4988
※託児施設の利用を希望する方はお問合
　せください。
◆施設見学会・説明会

① 4 月 7 日（火）② 20 日（月）13 時～
　予約不要です。直接ポリテクセンター飯
塚（飯塚市柏の森 83-9）にお越しください。

【募集科目】①機械加工技術科②企業実
習付機械加工技術科③住宅リフォーム技
術科④電気設備技術科

【訓練期間】6月2日（火）～11月26日（木）
公共職業安定所（ハローワーク）に求

職申し込みをし受講指示または受講推薦
を受けた方 ① 10 人② 5 人③ 20 人④
20 人 受講料無料※教科書、保険料等
は自己負担 5 月 7 日（木）までに住
所を管轄するハローワークへ ポリテ
クセンター福岡 093-641-6909
◆施設見学会

4 月 8 日（水）22 日（水）13 時 30 分～
　予約不要です。直接ポリテクセンター
福岡（北九州市八幡西区穴生 3-5-1）へ
お越しください。

催　し
ギャラリー船越記念館
船越達雄絵画展

相　談
子育て女性就職支援センター

出張相談

相　談 銀行カードローン110番
◆募集人数：2 人程度
◆勤務場所：市環境課事業所
　　　　　　（東大橋 5-26-1）
◆業務内容：ごみ収集業務
◆勤務時間：8 時～ 16 時
◆基本報酬：日額 8,000 円
◆応募方法：市指定の申込書兼履歴書を
　市環境課もしくは市環境課事業所へ持参
◆採用方法：面接
◆問 合 せ：市環境課事業所 23-1540

市環境課事業所
会計年度任用職員募集（急募） 働　く

ポリテクセンター飯塚
職業訓練受講生（6月生）募集

働　く
ポリテクセンター福岡

職業訓練受講生（6月生）募集

働　く 職業訓練講座



　4月 25日（土）に予定していました「第
4回マテほり大会 in ゆくはし」ですが、
新型コロナウイルス感染対策のため中止
となりました。参加を予定していた方に
はご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協
力をお願いします。詳細については市観
光協会ホームページでご確認ください。

（一社）行橋市観光協会 25-0086
http://www.yukuhashi-guide.jp

　市では有為な人材を育成するため、経
済的理由により就学困難な高校生、大学
生等に奨学資金を貸付けています。

【金額】
・高校生：公立月額 10,000 円
　　　　　私立月額 20,000 円
・大学生等：公立月額 30,000 円
　　　　　　私立月額 40,000 円

市内に 1 年以上在住する者で、他の奨
学資金を受けていない方  4 月 15
日（水）～ 5 月 15 日（金）に市学校管
理課学務係まで 内線 1347

　経済的理由により就学困難な小・中学
生の保護者を対象に、給食費等の援助を
行う就学援助制度があります。

【注意事項】
①継続申請する場合も手続きが必要（1
月または 3 月に入学準備金の申請をし
た方は不要）②県立（育徳館等）、組合
立中学校は一部対象③生活保護受給者は
手続き不要④収入等の審査があります

4 月 20 日（月）までに各小中学校か
市学校管理課学務係へ※期間を過ぎても
申請できますが、援助が一部対象外に
なります 市学校管理課学務係 内線
1347
※申請には次の物が必要になります
①通帳②印鑑③市外在住または平成 31
年 1 月 2 日以降に転入の方は最新の所
得課税証明書④市外在住者は世帯全員の
住民票の写し⑤児童扶養手当受給者は証
書の写し
※支給方法は申請場所によって異なりま
　すので、お問合せください。

　県では、若年者の技能習得支援を目的
として、福岡県若年者専修学校等技能習
得資金貸与事業を実施しています。
　支援を受けるには次の収入基準のいず
れかに該当する必要があります。
①生活保護を受けている世帯②市町村民
税が非課税の世帯③市町村民税が減免の
世帯④世帯の収入が生活保護基準額の
1.5 倍以下の世帯

中学校・高等学校の新規卒業者、ま
たは令和元年度の高等学校中退者  
4 月 1 日（水）～ 30 日（木）までに
市地域福祉課管理係まで 内線 1213、
1214
※対象校は専修学校および各種学校です
　が、対象外の学校もありますので詳細
　についてはお問合せください。

　生活習慣病予防のための基礎知識を学
習する教室です。修了後、食生活改善推
進会に入会していただき、自己学習の継
続と地域での食生活改善のためのボラン
ティア活動をしていただきます。年齢、
性別、料理経験は問いません。

9 時 30 分 ～ 12 時、 運 動 は 9 時
30 分～ 11 時 30 分、調理実習は 9 時
30 分～ 13 時
・5 月 15 日（金）開会式
　　　（オリエンテーション・健康講話）
・5 月 29 日（金）お口の健康（講義）
・6 月 12 日（金）運動（講義と実技）
・6 月 26 日（金）食育（講義）
・7 月 10 日（金）調理実習①
・8 月 4 日（火）食生活改善推進会学習
　　　　　　　　（運動）
・8 月 28 日（金）調理実習②
・9 月 11 日（金）調理実習③
・9 月 25 日（金）閉会式
　　　　　　　　（食進会について）

ウィズゆくはし 食や健康づくりに
関心がある方 36 人 無料※別途テキ
スト代 1,400 円必要 4 月 3 日（金）
～ 30 日（木）※定員になり次第締切

市地域福祉課健康づくり推進係
23-8888

※食生活改善推進会への入会は全 9 回
の教室のうち 7 回以上の受講が必要で
す。（補講有）
※ 5 月 1 日（金）以降のキャンセルは
テキスト代がかかります。

　聴覚障がいのある方への情報提供を支
援するために必要な知識・技術を習得す
る、要約筆記者の養成講座です。

5 月開講（約 8 か月） クローバー
プラザ（春日市原町 3-1-7） 4 月 1 日
現在で県内在住の 18 歳以上で、県内で
要約筆記者として活動を希望する方

要約筆記に必要な知識および技術の
習得 無料※テキスト代必要 40 人
程度  4 月 15 日（水）までに福岡
県聴覚障害者協会へ 092-582-2414

（火～日曜 9 時～ 17 時）

京都歯科医師会  24-7777
◆まだまだよい歯のコンクール応募

80 歳以上で自分の歯が 20 本以上残
っている方 先着 10 人 行橋市・京
都郡の各歯科医院、行橋京都休日・夜間
急患センター（歯科）
◆歯に関する標語または川柳応募

5 月 9 日（土）までに、官製はがき
に 5 点まで「標語」または「川柳」と
記入の上、住所、氏名、年齢、性別、電
話番号を書き、京都歯科医師会「標語」
係または「川柳」係まで
〒 824-0031 行橋市西宮市 5-1-5
※表彰式は 6 月 7 日（日）の第 37 回歯
　と口の健康フェアにて行います。

　行橋フォト（全日本写真連盟行橋支部）
のメンバーが撮影した風景、祭、花など
の作品約 50 点を展示します。

4 月 8 日（水）～ 13 日（月）10 時
～ 18 時（8 日は 13 時～） 行橋赤レ
ンガ館 無料 城水さん 24-4366
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お知らせ

お知らせ 奨学金の貸付

技能習得資金の貸与お知らせ

小・中学生の就学援助
補助金

お知らせ

第 4回マテほり大会
in ゆくはし中止について

学　ぶ
ヘルシー教室

食生活改善推進員養成講座

学　ぶ 福岡県要約筆記者養成講座

募　集
よい歯のコンクール
歯の標語・川柳募集

催　し 行橋フォト写真展

　令和 2年 1月 1日現在で課税された、
固定資産税（令和 2年度分）の台帳等
の閲覧・縦覧ができます。平成 31年（令
和元年）中に土地や家屋を取得・喪失し
た方、農地転用許可を受けた方、住宅を
新築して 3年度を経過する方等は固定
資産税額がかわります。

4 月 1 日（水）～ 6 月 1 日（月）8
時 30 分～ 17 時※平日のみ 市税務課
固定資産税係（市役所東棟 1 階⑪番窓口）

市税務課固定資産税係 内線 1137
◆縦覧：他の帳簿との比較可
土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿

【縦覧できる人】
土地・家屋固定資産税の納税義務者また
は納税管理人、同居の家族、委任状を有
する代理人

【持参品】本人確認ができるもの、代理
人の場合は委任状
※ご家族でも同居の方以外は委任状が必
　要です。
◆閲覧：自分の帳簿のみ確認可
固定資産課税台帳（名寄帳）

【閲覧できる人】
固定資産税の納税義務者または納税管理
人、同居の家族、委任状を有する代理人、
借地・借家人等の利害関係者（該当部分
のみ閲覧）

【持参品】本人確認ができるもの、代理
人の場合は委任状、借地・借家人等利害
関係人の場合は賃借物件の明記された契
約書等の利害関係がわかるもの
※ご家族でも同居の方以外は委任状が必
　要です。

【補助対象】
有害鳥獣対策の金網柵や電気柵等

【補助金額】
対象の資材費の 1/2 かつ 5 万円以下

市内に住民票のある農家および登記さ
れている農業法人とその支所 農作物被
害防止対策資材費の一部助成  4 月
10 日（金）から先着順で、市農林水産
課農業振興係に申請書と添付書類を提出

内線 1231
※申請書は市農林水産課窓口および市ホ
　ームページで配布しています。
※補助件数は 16 件程度を予定。

　市が防衛省から借り受け、民間団体「花
公園をつくろう実行委員会」が管理運営
を行っていた花公園は、3 月 31 日をも
って閉園しました。
　今後、防衛省へ返還のため立木等の撤
去を予定しています。記念植樹等で植樹
を行った方は期日までにお引取りか所有
権の譲渡の手続きを行うか市基地対策室
まで連絡ください。
　なお、期日までに連絡がない場合は所
有権の譲渡があったものとみなされます
ので、ご了承ください。

【期日】5 月 15 日（金）
市基地対策室 内線 1424

※引取りにかかる経費は個人負担となり
　ます。

5 月 16 日（ 土 ） 受 付 9 時 30 分、
講習 10 時～ サンワーク行橋（今井
3613-4） 小型免許更新講習 8,800 円、
小型免許失効再交付講習 14,700 円

関門海技免許センター 083-266-
4029
※以下のものを持参してください。
①海技免許証②写真 2 枚（縦 4.5cm ×
横 3.5cm）パスポートサイズ（スピー
ド可）③免許証に記載されている現住所
に変更がある場合は本籍地記載の住民票

　4 月 1 日付で京築広域都市計画用途地
域が変更されました。本計画にかかる図
書の縦覧を行っています。

8 時 30 分～ 17 時（平日のみ）
市都市政策課（市役所西棟 3 階）
京築広域都市計画用途地域の変更（行

事七丁目、八丁目の一部） 市都市政策
課都市政策係 内線 1311

　4 月 15 日（水）に八景山護国神社で
執り行われる予定の慰霊祭は、新型コロ
ナウイルス感染対策のため一般参加が中
止となりました。
　参列を予定していた方にはご迷惑をお
かけしますが、ご理解ご協力をお願いし
ます。
市地域福祉課管理係 内線 1213

= 日時・期日 = 場所 = 対象・参加資格 = 定員 = 料金 = 申込み = 内容 = 問合せ
= 電話番号（市外局番の記載がない場合は 0930） = ファックス　 = ホームページ　 =E メール
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行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information
Box

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４

お知らせ

　

情　報　＆　ス　ポ　ー　ツ

有害鳥獣被害防止対策
補助金

【問合せ】行橋市広域消費生活センター
　　　　（西宮市 2-1-39） 23-0999
◆相談日：月～金
（祝日および 12月 29日～ 1月 3日を除く）
◆相談時間：9時～ 17時

消費生活センターニュース

「簡単に儲かる話」はありません！
◆インターネット上で知り合った人物に
儲け話をされ、その気になってしまい、指
示されるままにスマートフォンで消費者
金融に借金を申込み、情報商材を買ってし
まったという相談がありました。セミナー
費用やDVD、情報商材等は 50 万～ 100
万円、あるいはそれ以上と高額です。「す
ぐに儲かって取り戻せる」と言われ借りた
金銭を渡しますが、相手とはそのまま連絡
がつかなくなることもあります。

◆それでも、借金をした本人は消費者
金融に多額の負債を負い、返済しなけ
ればなりません。簡単に儲かる話はあ
りません。「うまい話」には乗らないよ
うにしましょう。

京築広域都市計画用途地域の
変更にかかる図書の縦覧

お知らせ
行橋京都地区戦没者合同

慰霊祭の中止

海技免許更新講習

お知らせ
花公園閉園および

記念植樹の取り扱いについて

お知らせ

お知らせお知らせ
固定資産課税台帳等
閲覧・縦覧
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人の動き

令和 2 年
 2 月末現在

（住民基本台帳より）
人口 73,230 人
　男 35,286 人
　女 37,944 人
　世帯 32,942

【前月比】
　人口　　64 減
　世帯　   3 増

ゴミの動き

（2 月分）
 可燃ゴミ
　● 1,509 t
 不燃ゴミ
　● 62 t
 資源ゴミ
　● 30 t
 １人当たりのゴミ
　● 21.45 kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 219 t 減
 不燃ゴミ
　● 16 t 減

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 9 t 増
 不燃ゴミ
　● 3 t 減

防災行政無線の放送内容は、
０120-88-1984および
　　０120-77-1984（増設分）で確認できます。
 　　【通話料無料、携帯・PHS 通話可能】

貯水率 … 6 7 . 8 ％

油木ダム貯水量
（3/25 現在）

現在貯水量
11,157,900t
総貯水量

16,450,000t

今月の納期【 3 月 】

 　　

市報ゆくはし 4 月 1 日号は、２７，６５０部作成し、１部あたりの印刷単価は３２．３４円です。

次号
4月 15日号の
発行日は
4月 15日（水）

⑲　R2．4．1

行橋市は
ギラヴァンツ北九州

のフレンドリー
タウンです。

各種相談（4/2 ～ 4/24）　    
4 月
　2 日　年金出張相談（予約制 TEL093-471-8873） 
　7 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
　8 日　弁護士相談（予約制 市社協 TEL23-1111）
   9 日　行政相談（市社協 TEL23-1111）
 10 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課 内線 1223）
 17 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課 内線 1223）
　　　　補聴器相談（市役所 306 会議室、13 時～ 15 時）
 22 日　行政書士市民相談会（市役所 501・502 会議室）
 23 日   子育て女性就職相談（予約制 TEL093-533-6637）
 24 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課 内線 1223）
 27 日   出張労働相談（TEL093-967-3945) ※予約制
▼交通事故相談は奇数月（5 月、7 月、9 月、11 月、
　1 月、3 月）の実施となります。

◆国民年金保険料 
　　　　　　　  3 月分
～納付は便利な口座振替で～

　   　　
■内科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
■小児科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜 22 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜 22 時 45 分
■歯科（受付時間）：日曜・祝日 9 時〜 17 時

　行橋京都休日・夜間急患センター
　　     東大橋 2-9-1  ℡：26-1399
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編集後記

各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
女性相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124
高齢者の総合相談窓口 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 高齢者相談支援センター（市内６ヶ所） 25-1111/ 内線 1175
40 歳からの個別就職相談 毎週火曜 10 時〜 17 時 ハローワーク行橋 2 階 092-433-7780

若者向け就労支援窓口 第2・3・4
金曜 10 時〜 17 時 市役所　企業立地課 北九州若者サポートステーション

093-512-1871

消費生活相談 月〜金 9 時〜17時 行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障がい者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所⑳窓口 25-1111/ 内線 1154

母子・父子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所⑰窓口 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第４月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 行橋公民館 福岡県北九州労働者支援事務所

093-967-3945
子育て女性就職相談

（予約制） 第 4 木曜 10 時〜 12 時 行橋市男女共同参画センター
る〜ぷる

子育て女性就職支援センター
093-533-6637

心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時

ウィズゆくはし

行橋市社会福祉協議会
23-1111

（電話での相談は
 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 弁護士相談日
の翌日 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜 10 時〜 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501
市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　　

　木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課⑫窓口 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課⑨窓口 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時〜 12 時、
13 時〜 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所

093-471-8873

困りごと相談 月〜金
（祝日を除く） 9 時〜 17 時 ゆくはし生活相談センター

（行橋市門樋町 3-7） 55-6665



　　第 3 回　
行橋まちなかオブジェ
　　プロジェクト

「ゆくはし国際公募彫刻展〜ゆくはしビエンナーレ」の一環として開催
しているもので、3 回目となる今回は、国内外の彫刻家 5 名を招待。
中山グラウンドで石の彫刻作品を公開制作しました。それぞれ素晴ら
しい作品が出来上がり、商店街や小学校等に設置しました。

本物の技術を目の前で見て、彫刻の素晴らしさ、面白さを味わって

ペトレ・ペトロフ
　　　　　 （ブルガリア）

林 宏（日本）

サミア・モンセフ（エジプト）
オスカル・アギーレ・コメンダドール

（キューバ / スペイン）

アンナ・コーバー
（ニュージーランド）

▲仲津中学校

▲大原病院 ▲今川小学校

▲旧ギャラリー ラヴー亭

▲モリモト商店

2 年間住んでいた岩手で
経験した雪合戦に着想を
得て制作。キラキラと光
りながら落ちていく雪玉
をイメージしました。

設置するこの場所にあうように制作
しました。風景と併せて眺めると
新しい発見がありますよ。

子どもたちが自然の中で未来に
向かって健やかに成長すること
を願った作品です。

行橋は様々な建物と自然が共
存する素敵なまちだと感じ、
制作しました。

今川小学校に作品を設置する林
宏さんが学校を訪問。5,6 年生の
皆さんに彫刻や自身の作品について
話し、子どもたちから盛んに質問が
飛び交いました。

その後、サミア・モンセフさんが、仲津
中学校を訪れ、生徒たちの企画した交流
会に参加しました。

舟は人生を象徴していて、これは、
心地よい家を探す旅の途中、留まる
べき土地を見つけた舟です。

 仲津中学校の1年生が制作場所を訪れ、
作品制作の様子を見学。

おおぞら認定こども園の園児が作家さ
んたちへプレゼント！

「理想の街」

「みらいについて」

「
都
市
の
風
景
」

「
自
由
落
下
」

「
ラ
イ
フ
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ド

　
　
　ー
休
憩
地
点
」


